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1. はじめにはじめにはじめにはじめに 

  

 チベット族の民家は、チベット族の物質生活と精神生活を反映し、チベット族の住文化

を体現したもので、チベット族の社会や歴史の発展を記録するものとして「生きた化石」

と呼ばれている。チベット仏教と他民族の文化という多元的な文化の影響の下に、自然環

境や地域的な条件の差異などにより、独自な建築特徴を有し、豊かな多様性を呈している。

民家は常に旺盛な生命力を保ちながら、絶えず発展してきた。チベット族の民家は歴史的

な洗練を経ることにより、様々な建築形態を生じているが、それが現在にまで遺っていて、

研究を行う価値が充分にある。 

 

 

2. 研究の背景研究の背景研究の背景研究の背景 

 

急激な中国の都市化と観光産業の開発により、かつては閉鎖的であったチベット地域が

外部社会と交流を頻繁に行うようになってきた。コンクリートなどの新しい材料が普及

し、また、伝統的な技術を持つ民間の職人が減ることにより、民家の営造技術に革命が訪

れている。貴重な建築文化を伝える遺産としての伝統的なチベット族の民家が衰微するこ

とは、文化保護の観点から危機的な状況といえるだろう。伝統的な民家の保護と保全は喫

緊の課題になっている。 

近年、チベット地域で数多くのチベット風建築が建てられていて、統一的に「チベット

式建築」と呼ばれているが、そのほとんどはチベット族の建築の外観をまねたものである。

外部は華やかに装飾されているが、内部空間は典型的な現代風の工業化建築である。この

種の建築には、伝統的なチベット族の建築がもつ平面構成や空間の風情はすでに消えてい

る。どのようにして伝統的なチベット族の建築の本質を抽出するか、伝統的な民家の営造

技術を継承し発展させて、現代のチベット族の民家の設計に応用するかということは、研

究者に突きつけられた課題である。 

こうした状況に対して、これまでのチベット族の民家に対する研究が不充分であること

は明らかである。既往研究はほとんどが意匠的な論述で、歴史的な変遷や地域的な特色な

どに関する記述は多いが、平面に関する研究は資料の整理、図面の説明という段階にとど

まっている。平面構成の分類や生成則に関する研究は少なく、チベット族の民家に対する

研究方法は確立されていない。 



 

3. 研究の目的研究の目的研究の目的研究の目的 

  

 本研究では、広大な面積を有する中国南西部のチベット自治区と四川省に居住するチベ

ット族を対象に現地調査を行ない、居住文化の研究に資するために、チベット族の伝統的

な民家のデータベースを構築している。チベットの伝統的な民家の平面構成を計画学的に

解析するところに特徴があり、各地に分布するチベット族の民家を様々な基準によって分

析して、建築計画学の論理に基づいて数理解析を行ない、チベット族の民家の平面構成に

共通する事項を明らかにする。 

 この目的のもとに、これまで意匠論が中心であったチベット民家の研究に計画的な視点

を導入し、グラフ理論を援用しながら分析指標の作成を目指している。空間要素である部

屋の相互の隣接関係を考察し、民家の平面構成の生成則を抽出することを試みている。 

 

 

4. 研究の対象研究の対象研究の対象研究の対象 

 

 周知のようにチベット族の居住領域は極めて広く、西蔵自治区だけではなく、青海省、

甘粛省、四川省と雲南省の４つの省にもチベット族の居住区があり、全部で 10 のチベッ

ト族自治州がある。この広い居住区は全部で約 2,400,000 平方キロにおよび、中国全土の

4 分の 1 を占めている。そのすべてがチベット文化の特徴を有していて、チベット文化圏

といれる。 

 実施調査では、既往研究でよく調査されてきた西蔵自治区の外に、四川省に属するチベ

ット族の民家も調査している。最終的にはチベット自治区、四川省、雲南省、甘粛省にあ

る 189 事例のチベット族の民家を対象にして、１階建から 4 階建以上の建物をデータベー

ス化している。本研究に分析する対象は、西蔵自治区、四川省、雲南省、甘粛省にある

150 事例のチベット族の伝統的な民家である。 

 

 

5. 研研研研究の方法究の方法究の方法究の方法 

 

 本研究は、計画学的な視点から数理的な手法を援用した民家の平面構成に関する研究で

ある。まず 150 事例における各民家の空間要素の出現回数を統計的に処理し、平面の主要

な空間要素を抽出して、基本的な組合せ関係と各要素の特性を考察する。次いで、民家の

階数別に、部屋の数が増加するときの空間要素の変化を求めて、民家を生成する基本的な

規則性を整理する。その際に、グラフ理論的な研究方法を援用しながら、階数別に空間要

素の隣接関係を分析する。同時に、チベット族の職人の用語、宗教、生産方式や生活習慣

などと照合しながら、チベット族の民家の形態と住文化との対応関係を明らかにして、平

面構成の生成則を抽出する。 

 本研究において、チベット民家の平面構成の記述手法として、グラフ理論を用いる理由

は、記述を厳密にするという点に加えて、分析に恣意性が入りにくくする点においても有

効であることを考慮してのことである。もう一つ理由は、グラフ理論を用いた既往研究よ

り、空間の複雑な関係性をグラフの頂点と辺に置き換えて表現することにより、空間の特

性を定性的な指標として解明できることがわかっていることによる。 

 



 

6. 本論の構成本論の構成本論の構成本論の構成 

  

 本論は序、第 1 章から第 6 章、および付録で構成される。それぞれの内容は以下のとお

りである。。。。 

  第 1 章「先行研究」では、チベット民家についての文献レビューとグラフ理論の簡単な

解説とそれを用いた既往研究を回顧する。ついで、滅仏運動以前のチベット族文化圏の民

家を対象とする二回の現地調査について記述する。得られた資料を整理して図面化し、チ

ベット族の民家のデータベースを作成する。また、本研究で分析する対象である 150 事例

について述べる。 

  第 2 章「チベット族の民家の概説」では、チベット族の民家の歴史的な変遷、地域的な

変遷を考察し、民家を生成する客観的な要因とその基本的な形態の変化を調べる。また、

チベット族の民家の主要な類型や空間の構成要素等について系統的に述べ、チベット族の

民家の歴史と現状を概説する。 

  第 3 章「チベット族の民家の基本的な空間要素の抽出」では、150 事例の民家について

空間要素の出現回数を統計処理し、平面の主要な空間要素を抽出し、それぞれの定義を明

確にする。各要素の出現頻度や順序などを指標にして各要素の重要度を推察し、民家の階

数別に部屋数が増加するときの空間要素の変化の規則性を考察する。 

  第 4 章「チベット族の民家の基本的な空間要素のコンビネーション」では、空間要素の

属性に従い色彩を設定し、平面図をカラー図として表現する。要素の組合せパターンを統

合し、平面の生成性を調べる。グラフ理論的な研究手法を援用し、民家の平面図をグラフ

で表示する。プログラムを用いて、階数別に民家の空間要素の隣接関係を分析し、そのコ

ンビネーションの解析を行い、それを図式化することにより、チベット族の民家の典型的

な空間要素の組合せの規則性を解明する。 

  第 5 章「チベット族の民家の生成則」では、チベット族の職人の用語から民家の平面形

態の変遷を考察し、チベット族の民家の生成則に影響する宗教、生産方式や生活習慣など

の主観的な要因と照合しながら、民家の形態と住文化との対応関係を明らかにする。階数

別の平面構成の生成則をプログラムで検証することにより、チベット族の民家の平面構成

の生成則を明らかにする。 

  第 6 章「結論と展望」では、本論文を総括し、得られた研究の成果と今後の研究課題を

まとめている。本研究の意義は主に次の 3 点である。(1) 本論の研究方法は、チベット族

の民家の平面構成を計画学的に記述したもので、チベット族の空間概念の本質をよく表現

したものになっている。また、分析の手法としてのグラフ理論が充分に有効なものである

ことが確認できた。(2) 本研究により、チベット族の建築では、同じ尺度や外観でも、内

部は全く異なる生成則で出来ている場合もあり、単純に外観や装飾にのみ研究の成果は現

代のチベット風建築の設計の指針として不十分であると言え、チベット族の民家の保護に

適用するのにも無理があると考えられる。(3) 本研究において民家の生成則をまとめるこ

とにより、新たな時代のチベット族の建築の保護と発展が期待でき、現代のチベット族の

建築の設計活動を指導することが可能になる。その成果は、応用と実践の面で価値が高い

ものになっている。 

 付録としては、チベット族の民家のデータベース、プログラムリスト、民家ごとの空間

要素の構成表などの図表を載せる。 

 

 


